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序

一一一
口

大

和

闘

高

市

郡

高

市

村

大

宇

品

ノ

庄

の

石

舞

壷

古

墳

は

止

ハ

の

石

室

の

巨

大

な

る

知

、特

に

其

の

封

土

を

失

ひ

て

石

室

構

築

の

殆

ど

杢

貌

を

裸

出

せ

る

矧

に

於

い

て

.

貨

に

本

邦

稀

有

の

存

作

な

り

。

き

れ

ば

其

の

石

室

の

内

部

に

堆

積

せ

る

土

砂

を

清

掃

し

、

杢

構

築

を

明

か

に

せ

ん

と

欲

す

る

の

念

久

し

か

り

し

が

、

昭

和

八

年

途

に
日
本
皐
術
振
興
命
日
の
援
助
を
受

け
、
此
の
事
業
に
着
手
し
、
更
に
翌
ん
、
十
年
奈
良
腕
史
蹟
調
査
舎
の
事
業
と

し
て
、共

の

制

査

を

続

編

し

、略

ぽ

橡

定

の

計

査

を

完

了

す

る

こ

と

を

得

た

り

。

之

に

由

っ

て

石

室

の

構

造

を

明

確

に

し

た

る

外

、嘗

初
A
K

く

換

期

せ

ざ

り

し

方

形

の

封

土

と

、其
の
外
堤
の
存
か
忙
を
頴
出
し
.我

が

考

古

皐

上

に

最

も

重

要

な

る

一

帯

興

を

な

す

に

至

れ

る

こ

と

は

、

余

地

の

最

も

欣

キ

と

す

る

所

な

り
u

乃

ち

其

の

調

査

の
結
果
を
輯
銑
し
て
本
報
青
少
)
作
製
し
、
昨
一
〈
皐
界
の
批
判
を
請
は
ん
と
欲
す
。

余

市

は

本

報

告

の

完

成

に

際

し

て

、

石

舞

牽

古

墳

の

始

よ

り

絡

に

至

る

ま

で

、

長

時

日

に

亙

っ

て

現

場

の

勢

苦

に

任

じ

、

能

〈

調

査

を

遂

行

せ

ら

れ

る

本

車

部

蝿

托

末

、

水

雅

雄

君

に

向

っ

て

深

甚

な

る

謝

立

を

表

す

る

と

共
に
、
能
〈
同
君
を
助
け
て
、
持
苦
を
分
た
れ
た
る
文
皐
士
糊
津
正
志
君
に
向
つ
で
も
.
深
謝
の
意
を
表
す
。

ー久

特
に
従
測
を
携
賞
さ
れ
た
る
に
多
大
の
援
助
を
奥
へ
ら
れ
た
る
同
職
技
師
川
町
熊
古
、
同
技
手
稲
森
賢
治
ハ
雨
氏

並
に
公
良
腕
枇
寺
課
長
汀
定
雄
.
津
田
辰
三
雨
氏
の
外
、
本
皐
助
教
技
梅
原
末
治
君
は
じ
め
、
藤
藤
忠
君
、
小
林
行

雄
君
、
高
市
村
冷
長
脇
本
熊
次
郎
君
、
橘
寺
住
職
辻
岡
良
盛
師
、
大
阪
軌
道
株
式
命
日
枇
及
同
一
枇
員
新
井
和
臣
君
及

ぴ
大
阪
毎
日
新
聞
枇
、
大
阪
朝
日
新
聞
枇
等
が
.
各
種
の
方
面
に
向
っ
て
、
此
の
調
査
事
業
に
致
さ
れ
る
援
助
と

厚
意
と
は
内
報
小
一円
本
文
の
随
慮
に
記
す
が
如
〈
、
余
輩
の
深
〈
銘
謝
せ
ん
と
欲
す
る
所
な
り
。

l子

4 ・

" 



序

d 

余

北

は

叉

梅

原

末

治

君

が

、

本

報

告

の

記

述

に

資

せ

ん

が

矯

め

、

特

に

我

闘

の

方

形

墳

及

び

E
大

な

る

古

墳

石

室

ω
来

成

を

作

製

せ

ら

れ

た

る

こ

と

冶

、

本

皐

工

事

部

教

授

高

橋

逸

夫

氏

が

.

余

輩

の

請

を

容

れ

て

親

し

く

石
舞
牽
古
墳
を
覗
察
し
・
其
の

E
石

築

造

法

に

閥

す

る

考

察

を

記

述

し

.

之

を

本

冊

に

掲

載

せ

ら

る

冶

光

築

を

輿

へ

ら

れ

た

る

こ

と

は

、

太

田

喜

二

郎

童

伯

が

石

舞

肇

古

墳

の

寓

生

闘

を

窓

輿

せ

ら

れ

、

之

を

以

て

巻

頭

を

飾

る

を

科

し

め

ら

れ

た

る

こ

と

〉

共

に

、

特

に

戚

謝

措

〈

能

は

ぎ
る

所

な

り
v

昭

和

十

二

年

四

月

二

十

二

日

京
都
・
Mm岡
大
接
交
感
部
巧
古
事
教
宇
.K
於
て

i実

回

耕

作

【
附
記
】
大
疋
五
年
私
が
鍬
洲
刷
刷
僚
か
ら
蹄
制
し
て
、
共
の
殺
年
は
し
め
て
本
考
古
勝
報
告
の
第

一
冊
『
胞
後
に
於
け
る
装
飾
あ
る
古
境
及
推
帆
穴
』
を
出
版
し
て
以
来
二
十

二
関
年
、
私
共
は
ペ
ト

p
l
先
生
の
敬
を
ん
す
っ
て
、
毎
年
一
婦
の
刊
行
を
期
し
て
居
た
が
、
猿
定
の
如
〈
溢
捗
せ
ず
、
今
盗
漸
〈
此
の
第
十
四
加
を
獲
行
す
る
こ
と

・
と
な
り
、
而
か
も
其
の
印
刷
牛
ば
に
し
て
、
私
は
閲
ら
ず
も
考
古
準
教
室
を
去
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
私
は
多
忙
な
る
新
し
い
任
務
に
就
い

て
以
来
も
な
ほ
其
の
紛
纂
と
校
正
を
繍
け
、
誌
に
兎
に
角
完
成
の
迩
び
と
は
な
っ
た
が
、
定
め
し
不
満
足
な
所
が
多
い
こ
と
L

私
自
身
も
惚
れ
て
ゐ
る
。
今
度
私
が
考

古
単
教
室
を
去
っ
て
も
、
此
の
研
究
報
告
は
不
利
蟹
鍛
練
し
て
設
刊
せ
ら
れ
、
毎
々
立
汲
な
も
の
と
成
り
、
我
が
考
官
血
中
界
に
貢
献
す
可
き
も
の
あ
る
こ
と
は
、
私
の

竪
〈
伝
ピ
て
疑
は
な
い
所
で
あ
る
。
た
ピ
私
自
身
の
欄
係
す
る
此
の
報
品
目
の
出
版
が
、
本
慨
を
以
て
終
結
す
る
と
と
L

な
っ
た
と
止
に
就
い
て
は
、
私
は
過
去
を
顧
み

将
来
を
忽
ひ
、
貨
に
感
慨
無
量
で
る
る
。
此
鹿
に
こ
の
私
怖
を
附
記
す
る
こ
ξ
を
許
さ
れ
た
い
。
(
八
月
十
凶
日
)
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